
した生活」に関する内容・学習活動の充実が図られ，家
庭科と持続可能な開発のための教育（ESD）との関連が
示された。妹尾（2013）は家庭科が最終的に「生活の質
の向上」を目指し「主体的な生活者を育てる」というね
らいをもって実践が行われていたこと，ESDは「参加・
体験型の手法」「課題解決型」「多様な人々との学び合い」
「学習者の主体性を尊重する」など学びのスタイルの見
直しという視点をあわせ持っていることから，家庭科は
教科の学びそのものがESDとなる可能性を持つと述べ
ている。西原（2018）も家庭科はESDをリードする教科
であるとして，家庭科は持続可能性に関わる課題と密接
にかかわっており，家庭科をESDとしてより魅力的にし
ていくためには，教師が持続可能性と各学習内容との関
わりを意識して工夫を重ね学習内容や授業の方法の質を
高めていくことが大切であるとしている。
　ESDにおいて，度々掲げられる“Think Globally, Act 
Locally”があるが，この言葉は「現代社会の課題を自ら
の問題として捉え，身近なところから取り組む」（文部科
学省，2016）や「地球規模で考え，地域で行動する」（環
境省，2002），などと訳される。また石田（2008）は，子
どもたちの力でいきなり世界を変えることは不可能だか
らこそ，視点は地球規模で広く持ちながら，実際には身

1．問題の所在　
　地球温暖化から始まり，現在も各地で頻発している紛
争，格差問題，文化の破壊，近年のコロナ問題も含め今や
地球規模での課題が山積している。このような危機的状
況の問題解決のためには，これらの問題を認識し，持続
可能な社会づくりの担い手を育成していくことが重要で
あり，学校教育への期待が高まっている。この持続可能
な社会の担い手づくりの概念としてESDを挙げること
ができる。また，近年はSDGsの普及もあり，持続可能な
社会の実現に向けての理解が広がっている。このESDと
SDGsの位置づけについてESD活動支援センター（2019）
は「教育が全てのSDGsの基礎」であるとともに「全ての
SDGsが教育に期待」しているといわれていること，ESD
に引き続き取り組み，より一層推進することが，SDGsの
達成に直接的または間接的に貢献できることを示してい
る。
　家庭科は，衣食住などに関する知識・技能を習得し，
実生活で活用することで生活をよりよくしようとする資
質・能力を育てることをめざした教科である。学習指導
要領の改訂に伴い家庭科，技術家庭科家庭分野において
は，「持続可能な社会の構築」や「消費生活や環境に配慮
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要　旨
　本研究は，加賀ら（2018）が開発した「家庭科ESDシート」を用いてESDと地域を視点とした家庭科の授業を開発する
とともに，授業実践による児童への教育効果を以下の二点について検討した。
1．国立教育政策研究所（2012）が示したESDで身につけたい7つの能力や態度を基盤に質問項目を独自に開発し，授業
の前後に量的調査を試みた。

2．地域に対する情意，認知，意識，関わり・行動という4観点において地域への態度について質問項目を独自に開発
し，授業の前後に量的調査を試みた。

　結果、小学生は地域に対する態度が高まること，ESDで身に付けたい能力や態度については，未来を見通して考え
る力，多面的，総合的に考える力，つながり・かかわりを尊重する態度，主体的に参加しようとする態度が学習後に有
意に高まることが明らかとなった。また、本実践を通して児童は、地域の人々と自身の生活との関わりという家庭科
ならではの地域の捉え方が深まったと考えられる。今後，題材となる地域の扱い方をさらに検討していくことが重要
である。
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近なところ，自分たちにできるところから地道に行動し，
改善していくことが大切であると述べ，地域を題材とし
た学習を推奨している。
　以上のことからも家庭科の学習内容である地域の学習
をESDの視点から実践することの重要性が示されてい
るといえる。家庭生活は地域の中で行われており，児童
が日常的に関わる他者や目で見て触れる環境があるのも
また地域である。平成29年告示の小学校学習指導要領解
説家庭編（文部科学省，2018）に掲載されている新旧内
容項目を比較するとA（3）における記述が近隣の人々か
ら地域の人々へと変更され，家庭生活と地域の人々との
協力の大切さへの理解の重要性も示された。土屋（2017）
は，家庭科の学習は学校と・地域とを行き来させること
でよりよい生活の実現につなげることができることか
ら，地域の人たちとかかわる場面や地域に対して働きか
けていく活動を授業の中に積極的に取り入れる必要があ
り，このような授業を展開することは市民性の育成につ
ながると述べている。さらに,大竹ら（2011）は,家庭科で
地域を教材化する意義として，具体的な生活実態にせま
ることで自分の生活問題を当事者性で把握することだと
論じている。
　このように，小学校家庭科においては，児童が家庭生
活と地域との関わりやつながりに気づくことのできる機
会や地域に働きかけていく活動が求められている。また
一方で，家庭科教育の中で「地域」を単独で題材として
取り上げ授業を展開している事例はあまり見られないの
が現状である。これは，地域というものが教師や児童に
とって捉えにくく，つかみどころのない題材であること
が原因として考えられる。加えて，柳（1996）はその地
域教材によって何を教えようとしたのか，何を考えさせ
たことになるのかについては，曖昧な場合が少なくない
と指摘している。これらの指摘からも，近年注目される
持続可能な社会づくりに貢献できる人材の育成にとって
家庭科の地域の学習が児童にどのような教育的効果があ
るのか，またどのような課題があるのか明らかにしてい
くことは，ESDと家庭科教育の発展にとっても非常に重
要である。
　以上のことから，本研究では家庭科における地域の学
習を通し，児童が自分の生活と地域とのつながりを認識
することで，自分の生活が地域や社会に与える影響につ
いて自覚し，地域や未来のためによりよい生活のあり方
を模索できると仮定する。そして，ESDの視点から家庭
科の地域の授業実践を計画・実施し，その効果を明らかに
することを目的とする。ここでの授業開発については，加
賀ら（2018）の開発した「家庭科ESDシート」を用いる。
これは，授業の構想段階で用いるものであり，題材設定
の理由や指導計画に加えてESDの視点から授業分析を
行うことができる点に特徴がある。家庭科の実践をESD
として構想するための指針となるものであり，同時に家
庭科の授業をESD実践として評価するための指針にも
なるという点で優れている。「家庭科ESDシート」にお
ける〈授業分析〉については国立教育政策研究所（2012）

「学校における持続可能な開発のための教育（ESD）に
関する研究〔最終報告書〕」に示された事項を基盤に作成
されている。なお，本研究では，「地域」を「自分の家の
周辺や住んでいる町」と定義づけた。

2．目的
本論では，家庭科におけるESDの学習効果を明らかに

するために，以下の2つの視点から研究方法を決めた。
①家庭科の授業を質の高いESDの実践とするため加賀
ら（2018）の開発した「家庭科ESDシート」を用いて授
業の開発を行う。

②児童生徒のESDに関する能力や態度をアンケートに
より調査するとともに，授業後に同じ調査を実施する
ことで児童生徒への教育的な効果を明らかにする。
これまでにもESDを視点とした家庭科における実践

研究は様々な領域においてその知見が示されている（加
納，2017）（篠原，2016）（竹下，2016）（上野ら，2016）。ま
た佐藤ら（2019）はESDの理念を適切に授業実践に取り
入れていくことができるようにすることが重要であり，
そのためのツールとして「家庭科ESDシート」（加賀ら，
2018）の積極的な活用を求めている。地域との関係が深
く，家庭科において地域を題材とした授業実践研究を一
層推進していく必要がある。
以上のことから，地域という視点からESDの授業の構

想段階において①の「家庭科ESDシート」（加賀ら，2018）
を用いて授業開発を行う。
②に関してはこの種の教育的効果に加えて，前述した

ようにESDという概念は結果を量的に検討することに
ついては，一面的であるとの批判もあるが，本研究にお
いてはESDの学習効果を数量的に示すことで，他の領域
へ発信する際のわかりやすさを考えて，この方法を選ん
だ。また，教育的な効果だけでなく，児童のESDに対す
る能力や態度の実態についても，明らかにされていない
ことからもこの方法に取り組むこととした。
以上から本研究の目的は次の2点とする。

・ESDと地域を視点とした家庭科の授業開発を行うこと
・児童生徒のESDに対する能力や態度を明らかにすると
ともに，学習による教育的な効果を明らかにすること

3．方法
（1）　授業開発について
加賀ら（2018）の開発した「家庭科ESDシート」の授業

分析では，設定した題材で授業者が重視しているESDの
概念（多様性，相互性，有限性，公平性，連続性，責任
性），育成したい資質・能力，学びの方法を確認した後，
具体的な授業方法を記入していく。そして，授業実践後
にESDの観点からその題材についての考察を記入して
いくものである。
授業開発にあたって，初めに「家庭科ESDシート」のね

らい，題材設定の理由（表1）を作成した。作成に当たり，
学習指導要領や県の教育の方向性と単元の関連について
考えた。
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間を設定した（表9）。児童の調べたテーマは，地域の回覧
板，電気，ガス，水道といったものであった。

（2）　調査
1）調査対象と時期
調査対象は，国立大学附属小学校5学年2クラス（計60

名）である。質問紙の分析に当たっては，欠損値があった
児童を除いた50名（男児23名，女児27名）を分析対象とし
た。実施時期は，2020年9月9日～ 9月30日であり，各ク
ラス3時間ずつ，合計6時間実施した。なお，授業担当者
は，授業実施時に国立大学教育学部に所属していた第一
著者であった。夏休みの時期より，該当クラスを担当す
る教諭と数回打ち合わせを行い，指導案への助言，指導
案の修正を行った。
授業前後に効果を測るための質問紙調査と，学習後に

自由記述による調査を行った。調査時期は2020年9月～
10月であり，授業実施前と授業実施を終えてから1か月
後に調査を実施した。調査の実施については，家庭科の授
業の中で成績には関係ないことを伝え，回答を求めた。
なお，自由記述による授業の振り返りは，全3時間の授
業実践後に実施した。

次に，〈指導計画〉（表2）を作成した。学習内容や活動を
計画した後，〈授業分析〉（表3）を作成し，〈指導計画〉（表
2）の構成概念欄に重視している概念をアルファベット
で記入した。そして，〈授業分析〉（表4，5，6）を作成し，
具体的な授業のビジョンを明確化した。〈指導計画〉（表2）
の授業方法欄には，〈授業分析〉（表6）に具体的な授業方
法の項目番号を記入した。単元全体を貫く構成概念とし
て，「相互性」を全ての学習活動で関連させた。これは，生
活と地域や社会との「つながり」を重視する概念であり，
家庭生活は地域の中で営まれることを鑑みても適当だと
考えた。上述した手順で作成したシートを基に，全3時
間の学習指導案を作成した。なお，1時間目は，「わが家
とのつながりをみつけよう」として，自分の身の回りや
家庭の中で，家の外から来たものや家の外とつながって
いるものについて目を向けさせた（表7）。2時間目は「わ
が家とのつながりの調査計画を立てよう」として，ワー
クシートに書き出した，わが家とのつながりから調べる
テーマを決め，調査の計画を立てた（表8）。その後，児
童たちは持ち帰ったテーマについて，地域に出てインタ
ビューをしたり家族に聞いたり，インターネットで調査
を行うなどした。最後の3時間目は「わが家とのつながり
調査の報告会をしよう」として，調べたことを発表する時

表1　作成した「家庭科ESDシート」
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表3　〈授業分析〉
1　重視している概念（考え方）

表2　〈指導計画〉（計3時間） ※1：特に関連する構成概念のアルファベットを記入
※2：①（講義）を除く学習方法の数字を記入
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表4　重視している学びの方法

表5　重視している力や態度

表6　具体的な授業方法
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 表7　第5学年　家庭科学習指導案（1時間目）
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 表8　第5学年　家庭科学習指導案（2時間目）
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 表9　第5学年　家庭科学習指導案（3時間目）
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を単元指導計画に用いていることから, 加賀ら（2018）の
示した7つの観点について授業による効果を検討するた
めの質問項目を各2項目, 合計14項目独自に作成した（表
10）。なお回答は， 「あてはまる（4点）」 から 「あてはまら
ない（1点）」 で評定させた。なお，本研究で作成した質問
項目に含まれる家庭科ESDで育成すべき7つの能力や態
度を， 以下では 「必要な能力や態度」 と呼ぶこととする。
　2）地域に関する質問紙調査
　学習前後で 「地域への態度」 の変容を検討するための
指標として地域に対する 「情意」 「認知」 「意識」 「関わ
り・行動」 を観点に10項目を独自に作成した（表11）。なお
この回答も， 「あてはまる（4点）」 から 「あてはまらない
（1点）」 で評定させた。
　調査対象となる児童らが通う小学校には校区がなく,
自力通学できる範囲の地域に住む児童が回答することも
あり, 自分の住む地域という言葉を 「自分の家の周辺や
住んでいる町」 と定義づけ質問紙の冒頭に記載した。こ
れにより, 児童らが自分の生活に身近な地域を具体的に
思い浮かべながら質問紙に回答できると考えられる。
　3）自由記述による調査
　全3回の授業を終えた段階において, 「ふりかえり・感
想」 という項目に記述させた。記述内容が多岐にわたる
ものは内容ごとに分類・計上することとした。

（3）　調査項目と分析
　 1）調査Ⅰ　ESDに関する質問紙調査
　ESDの視点に立った学習指導では 「持続可能な社会づ
くりに関わる課題を見出し, それらを解決するために必
要な能力や態度を身に付ける」（国立教育政策研究所，
2012）ことが目標として掲げられている。授業による 「必
要な能力や態度」 の変容を明らかにするために, 国立教
育政策研究所（2012）のリーフレット『ESDの学習指導過
程を構想し展開するために必要な枠組み』に記載されて
いる 「ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態
度（例）」 をアンケート作成の視点とする。重視する能力・
態度は 「批判的に考える力」 「未来像を予測して計画を
立てる力」 「多面的, 総合的に考える力」 「コミュニケー
ションを行う力」 「他者と協力する態度」 「つながりを尊
重する態度」 「進んで参加する態度」 の7つが示されてい
る。この7つの観点を加賀ら（2018）が「家庭科ESDシー
ト」 に反映させたものが 「批判的思考力（ものごとの本
質を見抜く力, 分析的に考える力）」 「未来を見通して考
える力」 「多面的, 総合的に考える力」 「コミュニケーショ
ン能力（聞く・話す・伝えるを行う力）」 「他者と協力する
態度（協働）」 「つながり・かかわりを尊重する態度（人・も
の・ことなど）」 「主体的に参加しようとする態度」 の7つ
である。本研究における授業実践は 「家庭科ESDシート」

 表10　必要な能力・態度に関する質問項目
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3時間目は，調べ学習の成果を新聞やレポートの形
式でA3の用紙にまとめてくることを課題としており，
各自が調べてきた疑問について3人1グループで報告し
合った。自分の調べてきたことを伝えることができただ
けでなく，他者が調べてきたことについても知る機会と
なった。また，報告が早く終わったグループの児童ら
が，他のグループの報告を積極的に聞きに行っている姿
が見られた。報告会の後，全体でこれまでの学習活動の
振り返りを行った。 「わが家と地域とのつながりを知る
→自分たちにできることを考える→実行する→よりよい
生活」 というよりよい生活をゴールとした際の道のりの
図を用いて，児童に自分自身がどの段階にいるのかを選
択させて，各児童の進度を確認させた。自分たちにでき
ることを考える際には，家庭ごみの減量への工夫や水，
電気などの無駄遣いをやめる，エコバックで買い物をす
る，地域の人に恩返しをする，回覧板を家族でもってい
くなど，調査したことや友達から聞いたこと，改めて考
えたことを基にアイデアを膨らませていた。道のりの図
によって，自分たちの進度を確認したこともあり，実行
への意欲が高まっている様子が児童同士の会話から感じ
られた。

（2）　質問紙調査の結果
1）「必要な能力や態度」 の学習による変化 
初めに 「必要な能力や態度」 に含まれる7つの観点ご

とに項目平均値を算出した。そして，7つの観点ごとに学
習前後で対応のある t検定を行った（表12）。その結果，
「未来を見通して考える力」，「多面的，総合的に考える力」 
「つなぎ・かかわりを尊重する態度」 「主体的に参加しよ

4．結果
（1）　授業開発の結果

1時間目は，わが家にあるものや生活に使うものの中
に，わが家の外から来たものにはどんなものがあるかを
考えることから始めた。家具・家電に止まることなく衣
服や食料，電気や水などあらゆるものが外から来ている
ことを押さえることができた。授業者の用意した 「わが
家のつながりマップ」（図1）を見て，生活必需品の調達や
ライフラインなどといったつながりのみならず，公民館
などの施設や近隣住民とのつながりもあることに気が付
いているようだった。個人で 「わが家のつながりマップ」 
を作成する際は，自身の生活がどのように周囲と関わっ
ているのか思い出しながら活動していた。

 
図1　わが家のつながりマップ

2時間目は，1時間目に作成した 「わが家のつながり
マップ」 を基に，つながりに対する疑問を見つけること
から始めた。吹き出しに疑問を記した教具が黒板に提示
されているマップに張り付けられていくのを見た後に，
自身のマップに赤ペンで疑問を付け足していった。 「下
水は最後どこへ行くのか」 「回覧板には誰が紙をはさん
でいるのか」 「近所の人はどうしてたけのこをくれるの
か」 など，様々な疑問が挙げられた。初めは何も疑問がな
いと言っていた児童も，近くの児童の疑問を見ながら視
野を広げ，疑問を見つけることができていた。その後，
疑問を調べる方法を考え，ワークシートに記入した。

 表11　地域に関する質問項目

 表12　必要な能力・態度における各得点のt 検定結果（n ＝50）
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の得点差が有意であり，学習前より学習後で得点が高く
なった。
　3）学習後のワークシートにおける自由記述内容の分析
　学習後の自由記述の分類については，KJ法を用いて分
類をした。全体の約34％の児童が自身の生活と地域や自
然環境とのつながりを見出し,よりよい生活を目指して
自身の考えた取り組みを実行したい, 実践したい, 行動
にうつしたいといった内容を述べていた。また, 育成し
たい資質・能力として挙げていた学び合いやつながり実
感, 他者との協力について記述している児童が全体の約
24％で見られた。さらに, グローバル思考に関する記述
からは学習によって自身の生活と世界との関わりへの気
づきが, 探求心に関する記述からは, 学習をもっと深め
たいといった思いが見受けられた（表14）。

うとする態度」 で学習前後の得点差が有意であり，学習
前よりも学習後で得点が高くなった。
　2）「地域に対する態度」
　初めに 「地域に対する態度」 に含まれる4つの観点ご
とに項目平均値を算出した。そして，4つの観点の項目
平均値ごとに，学習前後で対応のある t検定をそれぞれ
行った（表13）。その結果，4つすべての観点で学習前後

 表14　自由記述の内容の分析

 表13　地域に対する態度における各得点のt 検定結果（n ＝50）
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と定義付け, 地域の人々やもの, 自然環境を限定せずに
扱った。その結果, 児童一人一人が自身の生活と地域と
のつながりを可視化する中で見つけた多様な疑問が発表
の場に持ち込まれた。ライフラインなどに対する疑問を
調査した児童らは家庭科におけるC消費生活・環境で扱
う内容項目の学びを, 地域の人々とのつながりに着目し
インタビューを行った児童らはA家族・家庭生活で扱う
内容項目の学びを得ていた。平成29年告示の学習指導要
領で 「地域」 というキーワードが新しく登場したのはA
家族・家庭生活の（3）家族や地域の人々との関わりという
部分である。本実践より，児童らが地域の人々に着目し
実際に地域に出てインタビューを行うことで, 家庭内に
止まらない生活を営むための工夫を発見することができ
た。これは，小学校家庭科では地域を 「地域の人々」 に
限定して着目させることで, 地域の人々と自身の生活と
の関わりという家庭科ならではの地域に対する理解につ
ながったと考える。福田（2004）は地域の扱いについて，
教師自身がどのような目的をもって調査等の学習活動を
取り上げていくかが重要であり，学習者自身が自分自身
の地域生活の実状から意識化した自分たちとかかわった
課題を解決する学習として進めることが大切であると述
べている。このことからも，今回，小学生段階において
地域と自身の生活とののかかわりを見出すことを目的と
した調査活動を設定したが，地域を題材にESDの視点に
立った小学校家庭科における授業実践を行う上では,題
材となる地域を 「地域の人々」 に限定し，交流等の実践
的な授業の在り方を更に検討していく必要がある。
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